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    朝日連区地域づくり協議会は、３部会に分かれてこれまでの各事業について話し合われ

てきました。そこで、１年を振り返り来年度の参考になればということで、各部会長さん

にまとめていただきました。 

 

生活安全部会   

 ４回の部会を開催し、最後に今年度のまとめと次年度への 

提言ということで話し合いました。話し合った内容は、「交

通安全防犯・防災・決起大会・廃棄物減量」と生活に密着し

た事柄です。その中で、次年度への提言として主なものを取

り上げると下記のようになります。              

① 交通立ち番が町内でまちまちだが、もっと有効にならないか。 

② 各町内が防災訓練とか避難訓練をそれぞれに行っているが、もっと統一して出来るよ

うにならないか。 

③ 安全と防災のために、連区で「防犯カメラ」の設置が考えられないか。 

 

福祉部会 

 男性６人、女性４人の小規模な部会なので、「地域づくり協議会に期待すること」を含

めたユニークな自己紹介から部会を始め、通算４回の部会は和気あいあいに進みました。 

 主たる事業の中で、本年度から朝日連区単独で開催されることになった「敬老会」事業

では、準備の段取りに課題を残しました。また「記念品は良かった」など、初めての事業

について多くの意見や感想が出されました。来年度以降に、これらのことを活かすことが

できるとよいと思います。 

 「見守りネットワーク事業」については、さらに具体的な取り組みが望まれます。 

 また、行事への参加呼びかけや、高齢者のみでなく、若い夫婦が町内で馴染んでいない

現状がある。これらを踏まえ、地区での取り組みについて話し合う交流会や、PR・啓発

活動、「道の駅」建設などの新しい事業も今後の課題としたいと考えています。 

 

健康づくり部会 

１６名の構成員で部会を運営しました。 

第１回は、開催テーマを「部会で何を話し合っていけばよいのか」ということから始め

ました。 

生活安全部会 



そして、何はともあれ各行事に参加してから話し合おうということになり、前年にも行

っていた土曜日か日曜日に実施する「あゆつかみ体験」「ペットボトルロケット」「グラウ

ンドゴルフ」「ビーチボールの集い」「アルミ缶アート」等に参加して意見交換をしました。 

部会は都合３回開催しました。その席で出たものとして「行事への参加を促進するには」

「市民体育祭でのケガの防止と看護師の待機」等広範囲に渉って活発な意見交換会が出来

ました。今後、新規事業につながる中身の濃い部会になるとよいと思います。 

 

資源回収推進協議会研修会を開催 
昨年１２月２１日、南部公民館で朝日連区資源回収推進協議会主催の研修会が、町会長

さん達を対象に開かれました。この協議会は、連区の各種団体が行う資源回収を円滑に推

進出来るように相互の連絡調整を図ることを目的としています。 

研修会では、市の環境センターの職員から「炉の延命工事に年２０万円かかる」「ごみ

収集経費が市民一人当たり約１万円かかるので減量を！」「ごみの最終処理は、市内だけ

でなく三重県や群馬県まで送って頼んでいる」等の話がありました。  
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